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わらず. ELISA法 (EnzymeLinked Immunosorbent Assay) およびnano-LC且ESトMS/MSi去によ
り高精度の有機分析を行ったところ，彩色部分から一切のタンパク質が検出されなかった。つ
まり，植物ガムや卵，惨といった水溶性の穆着材に含まれるべきタンパク質が検出されなかっ
たということになる。水と顔料のみで石膏下地に彩色を施したものであるとすれば，
灰かの差はあれ，あたかもプレスコ技法のような手法ではないかと考えられる。当然，
あるが故に，経年により表面が国化することはないため，この撞の壁画は水に対しでかなり脆
弱であり，事実，すでに彩色層がかなり薄くなっている様子が観察される。
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